
日本共産党は次の５つの緊急対策を提案しています

１．納付記録をただちにすべての受給者、加入者に送る
２．「宙に浮いた」年金記録の調査を限定せず、可能性のあるすべての人に情報を
知らせる

３．物証がなくても、申し立てや証言などを尊重して支給する
４．コンピューターの誤った記録を、すべての手書き記録と突き合わせて修正する
５．社会保険庁解体は国の責任のがれ――年金保険料の流用をやめる、天下り禁止
など抜本改革こそ必要

部内資料（この赤旗読者ニュースはしんぶん赤旗読者に限って配っています）

第６５７号 赤旗読者ニュース （１）

読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

２００７年 ７月１２日

ＮＯ ６５７

赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）き ず な
保険料を払ったのに、年金が減らされたり

受けとれなくなる。

国による詐欺と同じです。政府の責任で、被害
者を１人も残さず、一日も早く解決すべきです。



憲法改悪に反対し、
平和な日本をめざす

日本を海外で戦争する国につくりかえる憲法
改悪に反対します。

アメリカにつきしたがってイラク戦争のよ
うな武力行使に参加することは許しません。

改憲勢力の中心は侵略戦争美化の「靖国」
派です

「靖国」派は人権や民主主義の抑圧をねらっ
ています

税・財政の転換──「庶民に増税、大
企業・大金持ちに減税」という「逆立
ち」税制をただし、血税のムダづかい
をなくします。

■庶民大増税に反対し、大企業・大金持ちば
かりに減税という不公正をなくします。

住民税の大増税の中止を求めます。

最悪の不公平税制＝消費税の増税にきっぱり反対します。

■税金のムダ遣いにメスをいれ、大企業・大
資産家に応分の負担をもとめ、庶民増税なし
にくらしの財源を確保します。

ムダな大型公共事業を中止し、「新旧の利権」にメスを

入れます。

ふくれあがる軍事予算を大幅に圧縮します。

大企業・大資産家

に応分の負担を求めます。

国民の暮らしをまもりながら、財政再建を進めます。

第６５７号 赤旗読者ニュース （２）

生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください。(月額 日刊紙２,９００円 日曜版８００円）

参議院選挙の
投票方法

比例代表選挙は「日本共産党」
と政党名で（比例代表選挙は政党
名でも個人名でも投票できます）

制度解説


